
 

 

 

 

 

 

 １ 研究主題の設定理由 

   令和元年度、２年度と「特別の教科 道徳」の研究を行い、「Listen&Talk」を合

言葉にし、日々の授業を大切に実践に取り組んだ。その結果、道徳アンケートの

「あなたにとって道徳の時間とは」という問いに「考えて考えて、意見を出し合い

その中から新しい意見を生み出す場」と回答する児童もいた。新しい意見を発見

することができる授業を展開していくことが、道徳の授業に前向きな考えをもつ

児童が多いことにつながったと考える。 

   「考え、議論する道徳」を行うためには、ねらいを常に意識して日々の授業を行

うことが重要である。子供たちが本当に解決したい疑問に出会い、自分の考えを

伝え、友達の考えを聴き、新たな発見ができる授業こそ、子供も教師も楽しい授業

である。「学習者準拠・議論に没入・新たな気づき」の３つをキーワードに、子供

も教師も楽しい授業を作り、自己マスタリーの育成を目指していく。 

 

 ２ 研究の仮説 

  ⑴ ねらいを明確にし、考えたくなる発問を工夫すれば、自己の考えを深め広    

げていき、新たな発見をすることができるであろう。  

 ⑵ 普段の生活との関連で興味を抱かせ、自分事として考えたい状況を作れば、

話合いが活発になり、子供も教師も楽しい授業を作ることができるであろう。 
 

 ３ 研究の経過 

月 研修の種類 研修の内容 

４ 

①共通理解研修 

②全体研修 

③ブロック研修 

○研究の進め方について共通理解 

○今年度の重点の説明 

○指導案検討 

５ ④全体研修 ○道徳だよりの発行 

６ ⑤全体研修 ○第１回部会 

７ 
⑥全体研修 

⑦ブロック研修 

○第２回部会 

○指導案検討・授業準備 

８ ⑧全体研修（小中合同研修会） ○押谷由夫教授による講演会 

９ ⑨ブロック研修 ○授業準備 

10 ⑩ブロック研修 ○第１回道徳授業研究会（中学年） 
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⑪ブロック研修 ○第２回道徳授業研究会（低学年） 

11 ⑫ブロック研修 ○第３回道徳授業研究会（中学年） 

１ ⑬ブロック研修 

⑭全体研修 

○第４回道徳授業研究会（高学年） 

○道徳アンケート集計・分析 

２ ⑮ブロック研修 

⑯ブロック研修 

⑰全体研修 

⑱全体研修 

○第５回道徳授業研究会（低学年） 

○第６回道徳授業研究会（高学年） 

○成果と課題について検討 

○研究のまとめ、次年度研修計画検討 

 

 ４ 研究の内容 

⑴ 毎週の「特別の教科 道徳」を大切にした授業実践 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ⑵ 学年やブロック等で授業を見せ合い、研究協議を行うことによる授業力の向上 
   ○授業者から、振り返りの視点を提示する。 

   ○振り返りの視点に沿って、参加者全員が発表をする。 

   ○指導していただいたことを、１授業につき２つ共通の財産にする。 

 

彩の国の道徳も活用しながらの

熱心な教材研究  

タブレットを活用し、考えを交流

できる時間の十分な確保 

児童の気持ちを大切にした切り返し  しっかりと聴き合うことを大切に

した学級経営  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ⑶ 児童・保護者へのアンケートを実施し、分析を行うことによる、授業改善 
     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ⑷ 保護者へ、授業の様子を発信する道徳だよりの発行 
   ○子供たちの学習の様子や発表を、保護者へも発信する。 

   ○家庭でも、道徳について話題にしてもらう機会を増やす。 

   ○県独自の道徳教材「彩の国の道徳」の情報も発信する。 



  ⑸ 部会（教育調査部・環境整備部）による活動 
     

     

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 ５ 研究の成果と課題 

  ⑴ 研究の成果 

   ○ 「規律ある態度」達成目標アンケートでは、前期（５月）と後期（12 月）

を比較すると、やさしい言葉づかい「95.1％→96.9％」話を聞き発表する

「86.9％→92.0％」集団の場での態度「92.7％→93.5％」などの項目で向上が

見られた。 

   ○ 児童同士で思いを伝え合う様子がより多く見られるようになり、学校初の

Zoom 児童朝会を自分たちで計画・運営を行った。振り返りでは、児童同士で

喜び合う姿が見られ、道徳教育が特別活動の充実にも繋がった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ⑵ 今後の課題 

  ○ 別葉の作成に力を入れ、別葉を活用し、全教科・全ての教育活動で道徳教育

を推進していけるようにする。 

  ○ 学校における道徳教育を、より家庭や地域に発信し、学校・家庭・地域が一

体となって道徳教育に取り組んでいけるようにする。 

教室の道徳コーナーの充実  道徳掲示板の充実（教員の座右の銘など

定期的に更新していく。） 

体育朝会での話を聞く態度  特別活動の充実  


